




































































ウムも大きな成果をあげた。 とくに 2 年自の 「 日
中研究者による東亜同文哲院研究」では l l 名の発








氏から始まる講演会、 1 3 回を数えた公開講演会、
8 回を数えた研究会、 6 回を数えた公開研究会、 6




それらの成果は 『オープン ・リ サーチ ・セ ン
タ 一年報」を 5号、 『愛知大学史研究』 を 3 号、
研究報を 5 号、 ニュース レター 8 号の定期刊行物
」剖
8 







にはご協力いただいた。 と く に各地の展示会や講
演会については事務局である研究支援課の山口恵
里子氏 と ポスト ・ ドクターの武井義和氏の中軸に











また、 武田、佐藤両学長も強い関心を も ち、支え
ていただいたことも付記しておきたし、
あらためて厚くお礼申し上げ、次のステ ップへ
発展出来る こと を願っている。
